






3.今後の課題 

現在までの研究では3歳頃までは早期療育を続けることによってそれなりの効果が明らか

になって来た。とくに乳児期より療育を始めることが特に重要であることは、ほぼ意見の

一致をみたといってよい。しかし、訓練プログラムをさらにどのように改善して行くか、

とくに各専門職種が参加するチーム・アプローチの場合では今後の検討にまつところが多

い。 

いま一つの大きな問題は、6 歳の就学時までにどのような療育を続けて行くことが望まし

いのかの検討である.0 歳から 2歳まで療育を続け、中断するとやはりその伸びはにぶって

くる。そして 3歳から 4歳にかけては、特定の領域での伸びが著しく悪くなってしまう。

とくに社会、食事・排泄・生活習慣、理解・言語の領域である。かかる場合も保育所や幼

稚園には適っているが、入園前のような個別的な指導はなざれていない。したがってこの

伸びなやみはやはりダウン症児に適合した個別的指導が十分行われていないことがその大

きな要因と考えられる。今後の問題として、保育園などの集団指導と並行して、どのよう

な個別的指導を行って行けばよいかを明らかにして行くことが残された大きな課題である。 


